
２６ 大豆の生産拡大

○主食用米の需要が不透明な中、堅調な需要が見込まれる大豆の生産拡大を推進しています。
○稲作との作期分散ができることで規模拡大が可能となるほか、経営費が主食用米に比べて低いため、
主食用米以上の所得確保が期待できます。

○令和４年産で水田を活用する大豆生産に対し、最大1万5千円の支援や機械導入費用の1/2支援等の
補助事業が予定されています。（現在予算請求中）

【主食用米以上の所得確保が可能】

【作業分散による規模拡大が可能】

【令和４年度 水田麦・大豆産地生産性向上事業】


